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309　　　 抗肌 V−Ipl 　9抗体の 血 vivo における

感染阻止作用 の 検討
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［目的」肌 V一工 gag抗原蛋 自plglこ対す る抗体は、

in　vitro におい て freshな田LV−I　carrier 　P肌 か

らの抗原発現を抑制する こ とを報告 した 。 今回 、

田 W 一
工 gag　pl　gi

°° 130
に対する抗体の 加 vivo

における感染阻止効果に っ い てRatを用い 検討 し

た 。　 ［方法1   W狛ter系Rat（5 週令）に WOtorrrlrcin

5（）  ／130 分処理 匝 一2細胞 5x105を2週間間隔で

3回腹腔内に投与 し免疫 した 。   最終免疫後、4

週後 にRat大動脈よ り全血を採血 し抗体価 をPA法

により測定 した。   こ の 血清を用 い 肌 V−Ip19 の

抗原部位をふ くむ合成peptide　plgioo
』．
　
T
　
3
　
D
〔major

epitope はpl　9113
．121

．）をcoqpli   したaffinity

oo1   によ り1セt 抗瓢 V−Ip19 を採取 した。  こ

の 抗体 を用 い て、感染Rat　PELか らの抗原発現抑

制効果 とともに 、
PA抗体価8192倍に 濃縮したRat

抗肌 V−Ipl 　9抗体 lrnl．を肌 V−1非感染Ratの 尾静

脈よ り投与 し、
1 時間後 に感染Ratよ り採取分離

したP亂 2xlO6を静注し、感染阻止効果の有無に

つ い て は 2週間後よ り 1週 間毎 10週間 Rat尾静脈

よ り採血 し肌 V−1抗原 と抗体に っ い て測定 した 。

［成績］  採取 した抗 P19はViestern　blottingの

結果、P19に対する抗体のみが認め られた。   精

製された抗p19は in　vitro に お い て 、 感染Rat　PB

Lよ り肌 V一工 Agの 発現 をPA抗体価32倍以上で 、

3遡豫以上にわた り抑劉 した 。   抗p19投与後lff

W ・1感染 PB［，の 接種を・
受けたR蛇か らは、10週間

後にお い て も撫 皿 lv迂 抗体はPA法で は検出感度以

下で あ り、
躡 か らも｝rll，V−−1［抗原の 発現 も謔め ら

れなか っ た 。 　［結論ユRatにお げる田LV一工感染阻止

実験の 結果 、
．血 vivo に お い て も抗懸 陥』I　pl　9抗

体の 感染 阻止効渠が実証され、ヒ トに お ける｝皿 ・V
−−1感染阻、止抗体 として 有用 と考え られ，る q

　〔目的〕 Human 　T − lymphotropic　virus 　type 　I

（HTLV − 1）の 胎盤感染 の 報告 が あ るが，胎盤 の ど

の 細 胞に 感染す るの か明 らか で な い 。そ こ で ，感

染上重 要 と考 え られ る Lrophoblast （Tro）と macro ．

phage （M φ）に 注 目 した 。　〔方法〕実験 1 ：13例 の 抗

HTLV − 1抗体陽性妊婦 の 胎盤組織切片で GIN − 14

（HTLV − 1蛋 白 に 対す る monoclonal 抗体）を 用 い

て酵素抗体法 を行 っ た 。 実験 2 ：抗 HTLV − 1抗体陰

性妊 婦 3例 の 胎盤 よ り絨毛組織を採取 し，酵素処理 し，

Percollで 比重1．045〜1．065の細胞を分離・回収 し た 。

さ らに rt　HLA 抗体結合磁気 ビ ーズ を用 い て Tro −

rich な胎盤絨毛細胞 を，また 抗 cytokeratin 抗 体

及 び 抗 vimentin 抗体結合磁 気 ビ ーズ で M φ　
− rich

な 胎盤絨毛 細胞を そ れ ぞ れ negative 　selection し

て 得 た 。 こ れ らの 胎盤絨毛細胞を MT − 2細胞 （HT

LV − 1 感染 細胞）添加 と非添 加 に分 け，10％ FCS

添加 の RPMI 　1640で 培 養 し，　 MT − 2細胞 添加後 4

日 目に固定 した 。 非添加例で 抗 cytokeratin 抗体，抗

CD − 14抗体 を用 い て Tro，　M φ分離を確認 した うえ

で ，MT − 2細 胞添 加 例 で GIN − 14を 用い て 感染の 有

無 を み た 。　〔成績〕実験 1 ；  抗 HTLV − 1抗 体 陽

性妊婦の 胎盤 13例中 6 例で GIN − 14に 対する 陽性反応

が み られ た。  うち 6例で 絨毛間質に， 2例 で 絨毛

外周 に 陽性反応が み られ た 。 実験 2 ；  Tro −
rich

な細胞 で は ，Tro は 単核 の 他 に 2 核 の も の も観察

されたが，単核， 2核 の Tro ともに GIN − 14に 対す

る 陽性反 応染色 が 細 胞質 に 瀰漫 性 に み られ た。

  M φ
一

rich な 細胞 で も細胞質 に 瀰漫性 な 染 色 が み

られ たが，GIN − 14陽性細胞 の貪食を 示唆す る所見

もえ られ た 。 　〔結論〕  HTLV − 1は胎盤絨毛 の trop −

hoblastお よ び macrophage に 感染す る 。   macro −

phage の 胎盤局所 で の 感染防御作用 が 示唆 さ れ た。
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